
ロ ー ル エ ー ス - A

取 扱 説 明 書

● このたびは、「ロールエース-A」をご購入いただきありがとうございました。

● ご使用になる前に必ず「取扱説明書」をよくお読みになり使用方法などをご理解

の上、正しく安全にご利用下さい。

●なお、お読みになった後は、大切に保管して下さい。

（この取扱説明書の内容は２０２１年７月現在のものです）
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■ 保証・条件

　 本製品には３年間の保証がついております。納入品の保証条件については下記の通りとさせていた
だきます。

【適用となる損害や故障】
　①機器の故障
　②災害による故障（雷・水害・風害・雪）

【対象商品】
　・ロールエース－Ａ

【保証期間】
　ご購入日より３年間

【保証内容】
　・正しい使用方法にも関わらず商品が故障した場合、修理による保証となります。
　　但し、修理金額が標準価格の80％を超える場合は、新品の商品と交換致します。
　　※設置費用及び解体費用は含まれません。
　・災害により、商品が故障した場合、修理による保証となります。
　　但し、修理金額が標準価格の80％を超える場合は、新品の商品と交換致します。
　　※設置費用及び解体費用は含まれません。

【保証対象外となる内容】
　・誤った使用方法による故障
　・加工及び改造をしている場合
　・物体の落下や、車両飛込みによる故障

【お客様情報登録方法】
　①商品に同封されている保証書に、
　　購入日をご記入ください。

　②お客様情報の登録を行ってください。
　

　③保証書を、大切に保管してください。
　　※製品の修理及び交換時に必要となります。

②-1.ＷＥＢ上で行う場合 ②-2.用紙に記入する場合
保証書右下のQRコードもしくはURL(https://www.sedia-
green.co.jp/warranty/)よりＷＥＢサイトにアクセスし、
必要情報を入力のうえ登録を完了させてください。

同封の「保証登録用紙」に必要事項を記入の上、同封の
返信用封筒にて郵送し、登録を完了させてください。

■ＷＥＢ画面
・顧客情報
・購入日
・保証番号
　　　上記を入力

■保証登録用紙
・顧客情報
・購入日
・保証番号
　　　上記を記入

※登録は、ご購入後3ヶ月以内に行ってください。
※ 登録が完了していない場合、修理及び交換対応が出来ない場合がありますので、必ず行うようにお願い致します。

QRコード
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■ 安全に関する注意

１．お使いになる前に

　　　　●ご使用の前に、本書をよくお読みの上、正しくお使い下さい。
　　　　● ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しておりますので必ず守ってく

ださい。
　　　　●表示の意味は、次のようになっております。

表　示 表　示　の　意　味

誤った取扱をすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容を示します。

誤った取扱をすると、人が障害を負ったり、物的障害の発生が想定さ
れる内容を示します。

２．安全上の注意

（１）設置工事前の確認

センサー類は、必ず付属のものを使用して下さい。
　純正品以外の部品を使うと、誤動作・故障の恐れがあります。

施設園芸以外の目的に使用しないで下さい。
　農業用ハウスの換気装置です。それ以外の用途には使用しないでください。
　誤動作・故障の恐れがあります。

巻上げフィルムには、ポリ・オレフィン系フィルム（農ＰＯ）を使用して下さい。
　他のフィルムを使用すると、均一な巻上げができない事があります。
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（２）設置上の確認

配線場所に注意して下さい。
　 配線作業時に配線を切らないように注意してください。事故や故障のおそれがあります。
　ロールエース -Aの電源はコンセントから取れるようになっております。
　 Ⅰ型は単相１００Ｖ用コンセント、Ⅱ型は三相２００Ｖ用のコンセント（２０Ａ用）が
ございます。電気工事の資格が無い方は決して分解しないで下さい。
　 必ず、電源コードのアース線が適切なアースに接続されていることを確認してご使用下
さい。

（３）設置後の確認

本製品の試運転が正しく済んでいるか確認して下さい。
　 事故や故障のおそれがあります。

取扱説明書は、お使いになられる方がいつでも見られるところに必ず保管してく
ださい。
　万一なくされますと今後の使用に支障をきたします。

（４）故障・異常時の注意

故障・異常があった場合は適切な処置をして下さい。その後そのまま放置せず取
扱販売店または、渡辺パイプにご相談下さい。
　 故障・異常を放置しておくと、事故の原因になったり、作物や施設などに悪影響を与え
る場合があります。

駆動部より異音・異臭などが発生した時は、直ちに作動を停止して下さい。
　作動を停止し電源を切って点検をしてください。
　思わぬ事故のおそれがあります。
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（５）使用上の注意

制御盤に水をかけないで下さい。
　故障・誤作動の原因となります。

ぬれた手で操作、使用をしないで下さい。
　故障・誤作動の原因となります。

モーター回転中に作動部周辺に触れないで下さい。
　モーター軸、ジョイント、巻上パイプなどに触れないでください。
　思わぬ事故のおそれがあります。

作動部に触れる時は必ず電源を切って下さい。
　本製品作動部周辺に触れる場合は、電源を切ってください。
　予期せぬ作動をし、思わぬ事故になるおそれがあります。

駆動部を水没させたり雪に埋もれた状態に置かないで下さい。
　駆動部は防滴型です。水没させたりしますとモーター内に水が入り誤動作や故障の原因
　になります。

むやみに電源を切らないで下さい。
　電源の入・切をひんぱんに行うと、誤動作や故障の原因になります。

雷発生時は元電源を切って下さい。
　雷が発生したら必ず元電源（ブレーカ）及び、本製品の電源を切ってください。
　故障の原因となります。

本製品の仕様適正温度は０℃～６０℃です。
　適正温度外での使用は誤動作や故障の原因になります。
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■ 梱包リスト

　下記リストが、梱包されています。ご使用前に必ず確認して下さい。

■その他の梱包品
巻取りシート 2.2M ２枚
結束バンド ４本
パッカー ２個

駆動部モーター
2台（左右兼用）

制御盤
１台

単相１００Ｖ用ケーブル（３ｍ）
１本

（ロールエース-AⅠ型の場合のみ）

フィルム保護シール
４枚

温度センサー（２０ｍ）
１個

ガイド金具
2個

３相２００Ｖ用ケーブル（３.８ｍ）
１本

（ロールエース-AⅡ型の場合のみ）
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■ 設置・取付について

１．機器の設置・取付

１．１ 駆動部モータの設置場所について

ハウス正面より見た場合、ハウス左側が左側駆動部
ハウス右側が右側駆動部になります。

＊駆動部モーターは
　左右兼用となります

１．１．２ 駆動部の固定の注意事項
駆動部は、支柱パイプに対して直角になるように設置して下さい。

１．２．１ 制御盤の設置場所について
制御盤は、ハウス内の妻面に設置してください。
ハウスの左側または右側の指定はありませんが、間口7.2m以上のハウスの場合、制御盤は出入
口の脇に設置してください。妻面の端に設置すると片側の駆動部の移動距離が制限され、正し
く作動しない場合があります。
なお、間口7.2m未満のハウスの場合、制御盤は妻面の端まで設置可能です。

駆動部から7.2m以上離れて制御盤を設置する場合は、別途お客様でご用意お願いいたします。
（5芯ケーブル）。ケーブルを延長する場合は、駆動部からの距離が12m以内の位置に制御盤
を設置してください。

１．２．２ 制御盤の固定の注意事項
制御盤はハウス内妻面に固定し、水がかからないように設置してください。

左側 右側

※駆動部から7.2m以上あけない

高さ1.2～1.5mの
位置に設置

間口7.2ｍ以上のハウスの場合、
制御盤は出入口の脇に設置してください。
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２．ガイド金具及び駆動部と巻上パイプの接続

２．１ ガイド金具の設置
駆動部にガイド金具を取り付けます。
・ガイド金具には19φ～25φまでの支柱パイプを使用する事ができます。
　25φのパイプをご利用する場合は、ガイド金具のローラーの位置を変更します。
　ボルトを取り外して、ローラーをとります。
　穴位置を変更して、ローラーを取り付けます。

・ガイド金具を付属のボルト2本で固定します。

　ガイド金具を六角レンチを使用して
　ボルト2本でしっかりと固定します。

　反対側の駆動部も、同じ要領で取り
　付けます。

２．2 巻上パイプの準備
巻上用パイプを準備して下さい。巻き上げパイプは22φ専用です。

２．3 接続の手順
① 巻上げパイプを出力軸に貫通させて、駆動部より50
ｍｍ以上出して下さい。
② 2本のボルトを工具で強固に締め付けます。
③ 駆動部を持ち上げ、出力軸に巻上げパイプを差し込み
ます。
※ ボルトが緩いと、巻上げパイプのズレが発生し決めら
れた位置でリミットが効きません。

ガイド金具

ボルト・ナットを
取り外す

変更後の穴位置

元の穴位置

ガイド金具本体

六角ボルト2本

19φ、22φ用

25φ用

25φ用

19φ、22φ用

強固に締め付け
てください
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３．支柱の設置位置と設置方法

３．１ 支柱パイプの設置位置
支柱用パイプを、ガイド金具に差し込んで下さい。
そして、駆動部がハウス側面に沿うように支柱パイ
プの角度を調整し、支柱用パイプが振らつかない様
３００～５００mm※１地中に差し込んで下さい。

３．２ 支柱パイプの寸法
支柱用パイプは19φ～25φまで使用する事ができます。
25φの支柱パイプを使用する場合は、ガイド金具のローラーの位置を変更して下さい（P8を
参照してください）。
支柱用パイプの長さは２．５～３．０ｍ※２を使用して下さい。
＊巻取りパイプの限界移動距離は、２ｍまでです。ご注意下さい。
（使用状況により、最大移動距離及び最大巻上長さは変わります。）

支柱パイプ

～３００ｍｍ

全長１００ｍまで
（巻き上げ高さ１ｍの場合）

深さ３００～５００ｍｍ
※１

支柱パイプ

２
．
５
ｍ
～
３
．
０
ｍ

※２

駆動部がハウス側面に
沿う位置（目安130mm）

※巻取りパイプの

支柱パイプは
ハウス側面の
角度に沿うよ
うに設置して
下さい。

移動距離は２ｍです。
駆動部がハウス側面に
沿う位置（目安130mm）

ガイド金具本体
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４．巻取りシートの取り付け

駆動部は、自重により下がり易くなります。巻取りパイプの蛇行の原因になりますので、巻取
りシートを使用してください。
巻取りシートは、妻面ぎりぎりに、巻上げフィルム同様に張って下さい。

駆動部と巻上パイプが垂直に、かつ、地面と平行になるように取り付けてください。
駆動部と巻上パイプが正しく取り付けられていないと駆動部に負荷がかかり誤動作や故障の原
因になります。

妻面

地面

巻上パイプ

駆
動
部

巻取りフィルム
巻
取
り
シ
ー
ト
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５．配線について

５．１ 制御盤の配線方法について

アースは必ず取り付けてください。
※付属しているコンセント形状です。プラグを使わ
　ない場合でもアースを必ず取り付けてください。

駆動部ケーブルにはY端子が取り付けてあります。
制御盤の端子台の指定色と同じ色のケーブルを端子台に取り付けてください。
温度センサーと雨センサーは対応するコネクタ位置に取り付けてください。

左側・右側駆動部ケーブル及び温度センサーを制御盤に接続してから電源を入れ
てください。
　温度センサーを接続しないで電源を入れると「０」を表示します。

100V用 /200V用に
それぞれ専用の電源コードが
ありますので、使用する電源に
応じた電源コードを
選択してください。

増設盤を
接続します。
（オプション）

右側駆動部
モーターを
接続します。

左側駆動部
モーターを
接続します。

温度センサーを
接続します。

雨センサーを
接続します。
（オプション）

AC電源に繋ぎます。

単相100V用 3相200V用
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＊ハウス妻面配線イメージ

　　　　　　駆動部動作に支障がないよう配線ケーブルを設置して下さい。

５．２ ケーブルのハウス内への配線について
駆動ケーブルをハウス外からハウス内へ引き込む場
合、フィルム保護シールを使用して妻面のフィルムに
ケーブルを通すことができます。

まず、フィルム保護シートに駆動ケーブルを通しま
す。
その際、保護シールの接着面がフィルム側になるよう
にしてください。

次に被膜フィルムに約１cmの十字の切れ込みを作
り、ケーブルを通します。

そして、保護シールをフィルムに貼り付けます。
被膜フィルムの切れ込みとフィルム保護シールの切れ込みが重ならないようにしてください。
また、被膜フィルムの両面から保護シールを張り付ければ、密閉性がさらに増します。

右側駆動部へ接続

フィルム保護シートを使い
ハウス内へ配線してください。

支柱パイプ支柱パイプ

左側駆動部 右側駆動部

左側駆動部へ接続

被膜フィルム

フィルム保護シール

駆動ケーブル
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６．温度センサーについて

６．１ 温度センサーの設置について
温度センサーはセンサー部分がハウスの間口中央部に来るよう設置します。（下図参照）

温度センサーは一定の電磁波防止の処理を施して有りますがセンサーのケーブルで電磁波の感
知を行なうと表示温度が変動したりエラーが発生することがあります。
電磁波を避けるため温度センサーのケーブルは他の電源コードなどと束ねないで設置してくだ
さい。

６．２ 温度センサーの感度調節
表示される温度が実際の気温と異なる温度センサーの感度調整を行なうことが出来ます。
調整には精密ドライバー（－）をご用意下さい。
調節は精密ドライバーで温度センサーの感度調整ダイヤルをひねります。
時計回りにまわすと温度センサーの感度が下がり、反時計回りにまわすと温度センサーの感度
が上がります。

温度センサーの
感度調整ダイヤル

センサー部分

※センサーのケーブル
は電源コード等と束
ねないで下さい。
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■ 基本操作について

１．各部の名称

２．電源を入れる

本機の電源コードを電源コンセントに接続して、電源スイッチをON側に切り替えると、各[自
動・手動]切替スイッチの設定にしたがって、各駆動部モーターが動作し始めます。ただし、
電源スイッチをON側に切り替えてから5秒間程度の間は、いずれの駆動部モーターも動きませ
ん。
各[自動・手動]切替スイッチの設定は、いつでも切り替えることができます。

数値表示部

駆動部選択
スイッチ

設定値変更ダイヤル

駆動部操作スイッチ

自動運転各項目設定ボタン /表示ランプ 電源スイッチ

設定表示ランプ

雨センサー表示ランプ
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３．制御盤の表示について

３．１ 数値表示部
駆動部選択スイッチの位置に応じて、表示内容が切り替わります。
各設定値を設定操作中は、その値を表示します。
・ 同スイッチを切り換えて「現在温度」位置に設定すると、温度センサの測定値を表示しま
す。測定した温度が０℃以下、または温度センサが制御盤に接続されていない場合、「０」
を表示します。
・ 同スイッチを切り換えて「No.1」位置に設定すると、駆動部No.１用の開温度の設定値を表
示します。自動運転各項目値設定ボタンを押すごとに、閉温度 → 動作時間 → 感度 → 開温
度 の順序で循環して表示を切り替えることができます。
・ 同スイッチを切り換えて「No.2」位置に設定すると、駆動部No.２用の開温度の設定値を表
示します。自動運転各項目値設定ボタンを押すごとに、閉温度 → 動作時間 → 感度 → 開温
度 の順序で循環して表示を切り替えることができます。

３．２ 状態表示ランプ
No.1の開 点灯 No.1 駆動部が全開位置にあります。
No.1の閉 点灯 No.1 駆動部が全閉位置にあります。
No.1 の異常 点灯 No.1 駆動部モーターに過電流異常が発生しています。
No.2の開 点灯 No.2 駆動部が全開位置にあります。
No.2の閉 点灯 No.2 駆動部が全閉位置にあります。
No.2 の異常 点灯 No.2 駆動部モーターに過電流異常が発生しています。
開温度 点灯 開温度を表示・設定中です。
閉温度 点灯 閉温度を表示・設定中です。
動作時間 点灯 動作時間を表示・設定中です。
感度 点灯 感度を表示・設定中です。
雨センサー 点灯 雨センサー（別売品）が雨を検出待機状態（１５秒間）にあります。

点滅 雨センサー（別売品）が雨を検出し全閉状態にあります。

３．３ 操作スイッチについて
駆動部選択スイッチ：
・ 数値表示部の表示内容を、「No.1」各設定値、現在温度、「No.2」各設定値の間で切り替
えます。
・ 同スイッチを操作して「No.1」位置、または「No.2」位置に切り替えたとき、設定表示ラ
ンプでは「開温度」のランプが点灯します。
駆動部操作スイッチ：
[自動・手動]切替スイッチ：
・駆動部の運転モードを「自動」と「手動」との間で切り替えます。
・No.1 駆動部とNo.２駆動部とで個別に切り替えることができます。
・スイッチを切り替えると、直ちに運転モードを切り替えます。
[開・停・閉]切替スイッチ：
・ 駆動部が手動運転モードであるとき、その駆動部の動作を切り替えます。開動作、停止、閉
動作のいずれかに切り替えることができます。
・No.1 駆動部とNo.２駆動部とで個別に切り替えることができます。
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４．手動運転

手動運転する側の[自動・手動]切替スイッチを「手動」位置に設定します。
※片側だけ、あるいは両側を手動運転することも可能です。
次に、手動運転させる側の[開・停・閉]切替スイッチを「開」位置、または「閉」位置に設定
して駆動部を動作させます。駆動部は[開・停・閉]切替スイッチで指示した方向に連続動作
し、リミット位置に達したならば停止します。
駆動部を途中で停止させる場合、[開・停・閉]切替スイッチを「停」位置に設定します。

５．自動運転

自動運転は温度センサーの測定値が「開温度」以上になったとき駆動部を開方向に動作させ、
「閉温度」以下になったとき閉方向に動作させます。
自動運転になっている駆動部は、測定値によって動作します。動作は設定されている「動作時
間」だけ動き、測定値が「開温度」以上になり開方向に動作させてから開リミットに達するま
での区間を最大5段階に分けて駆動します。
また、左側、右側の駆動部のいずれかを別々の温度設定で自動運転させるかを選択することも
可能です。

５．１ 各設定値について
各設定値の変更は運転モードに関係なく、自動運転中でも、手動運転中でも可能です。ただ
し、駆動部選択スイッチが「No.1」位置、あるいは「No.２」位置に設定しているときに限り
ます。設定値を変更途中でも、何も操作しない状態が３０秒続くと自動的に数値表示部に表示
されている値が設定されます。
一度電源を切り、再度電源を入れた場合でも、電源を切る前の設定値を記憶しています。

５．２ 工場出荷時の各設定初期値について
項目 No.1側 No.2側

開温度 20℃ 20℃
閉温度 17℃ 17℃
動作時間 40秒 40秒
感度 ０℃ ０℃

５．３ 自動運転を行う駆動部の選択
駆動部操作スイッチの[自動・手動]切替スイッチ、またはNo.2 グループ枠内の[自動・手動]切
替スイッチ、あるいはその両方を、「自動」位置に切り替えます。

５．４ 各種設定方法

５．４．１ 自動運転各項目値設定ボタンについて
・ 駆動部操作スイッチが「No.1」位置、あるいは「No.2」位置にあるとき、このボタンを押
すごとに、数値表示部の表示内容が「開温度」→「閉温度」→「動作温度」→「感度」の順
で切り替わります。
・ このボタンを押す前に、表示している数値を設定値変更ダイヤルを操作して変更している場
合、その変更した数値が制御盤のメモリーに記憶されます。
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５．４．２ 開温度の設定
温度センサーの測定値が「開温度」以上になると、駆動部が動作します。
開温度は２～４０℃まで設定可能です。が、「閉温度」以下に設定することはできません。
駆動部操作スイッチを「No.1」位置、あるいは「No.2」位置に設定して、設定表示ランプの
「開温度」が点灯していることを確認します。設定表示ランプが点灯していない場合、自動運
転各項目値設定ボタンを押して点灯させます。数値表示部に現在の設定値が表示されます。
変更するには、設定値変更ダイヤルを右方向、あるいは左方向に回します。

開温度と閉温度は３℃以上の差をつけて設定してください。

５．４．３ 閉温度の設定
温度センサーの測定値が「閉温度」以下になると、駆動部が動作します。
閉温度は１～３９℃まで設定可能です。が、「開温度」以上に設定することはできません。
駆動部操作スイッチを「No.1」位置、あるいは「No.2」位置に設定して、設定表示ランプの
「閉温度」が点灯していることを確認します。設定表示ランプが点灯していない場合、自動運
転各項目値設定ボタンを押して点灯させます。数値表示部に現在の設定値が表示されます。
変更するには、設定値変更ダイヤルを右方向、あるいは左方向に回します。

開温度と閉温度は３℃以上の差をつけて設定してください。

５．４．４ 動作時間の設定
駆動部の開動作、および閉動作の動作時間を設定できます。
この動作時間は０～９９９秒で設定可能です。０秒を設定すると、動作しません。
駆動部選択スイッチを「No.1」位置、あるいは「No.2」位置に設定して、設定表示ランプの
「動作時間」が点灯していることを確認します。設定表示ランプが点灯していない場合、自動
運転各項目値設定ボタンを押して点灯させます。数値表示部に現在の設定値が表示されます。
変更するには、設定値変更ダイヤルを右方向、あるいは左方向に回します。

例　 開温度 20℃、閉温度19℃で設定した場合、現在温度が20℃で駆動部が開
き始めます。駆動部が開く事で、ハウス内の温度が下がり、すぐに駆動部が
閉じてしまいます。このように温度差が少ないと駆動部が開いたり閉じたり
を繰り返す状態を防ぐため、温度差をつける必要があります。

５．４．５ 感度の設定
段階的に開閉する感度を設定できます。
自動運転各項目値設定ボタンを押し、設定表示ランプを感度に合わせます。数値表示部に現在
の設定値が表示されます。
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変更するときは、設定値変更ダイヤルを右方向、あるいは左方向に回します。
ロールエース-Aは5段階の比例制御を行います。
開閉動作の後、30秒間のモーター休止時間を設けています。

動作例1）　 開温度20℃　閉温度17℃　動作時間20秒　感度0℃

・ 開動作は、開温度に達した後、動作時間分、段階的に開動作します。閉動作は、閉温度以下
になった時点で一度に全閉します。

20℃以上

ハウス

全閉 全閉

1
2

3

4
5

全開

20℃以上

20℃以上

20℃以上

全閉

20℃以上

20℃以上

開動作 閉動作

上限に達する前に後閉
温度（17℃）以下にな
った場合

上限に達した後閉温度
（17℃）以下になった
場合

動作例2）　開温度20℃　閉温度17℃　動作時間20秒　感度1℃（2℃）

・ 開動作は、開温度に達した後、1℃（2℃）上昇ごとに段階的に開動作します。閉動作は、開
動作の結果ハウス内の温度が1段階下がった場合、閉動作します。

ハウス

全閉

25℃（30℃）以下

24℃（28℃）以下

23℃（26℃）以下

22℃（24℃）以下

21℃以下

17℃未満

※（）数値は感度2℃の場合

20℃以上
全閉

1

2

3

4

5

全開

25℃（30℃）以上

開動作 閉動作

24℃（28℃）以上

23℃（26℃）以上

22℃（24℃）以上

21℃（22℃）以上

６．同期運転

全閉の時にNo.1、No.2で同じ設定（開温度・閉温度・動作時間・感度）を行い、同時に駆動
部操作を自動に切替した場合、左右の駆動部は同期して動作します。（各部の名称はＰ14を参
照ください）
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７．雨センサー（別売り品）

自動運転中に降雨を検出すると降雨運転に切り替わり、全閉動作を実施します。次に１０秒間
開動作を実施します。この開動作終了後、温度センサーの測定値が「閉温度」以下に低下する
と閉動作を実施します。
降雨運転中であることを示すために、前述の一連の動作を実施している最中には、降雨ランプ
が点灯します。手動運転時は、雨を検出しても降雨運転に切り替わりません。

・ 自動運転中に降雨を検出して降雨運転している最中、一度手動運転に切り替え
て自動運転に戻しても、降雨運転には戻りません。自動運転に戻してから降雨
を一度検出しなくなってから、もう一度降雨を検出すれば、降雨運転に入ります。

・ 全閉状態であるときに降雨を検出した場合、駆動部の開動作や閉動作はありま
せん。降雨が検出されなくなると、通常運転に戻ります。

※降雨の検出について
雨センサーが降雨を１５秒間連続で感知した場合、降雨として検出します。雨の感知中は降雨
ランプが点滅します。
降雨を１５秒間感知しなかった場合は、降雨ランプは消灯し、自動運転を継続します。

降雨運転の解除について
雨センサーが１５秒間連続でセンサー部に水を感知しなかった場合、降雨運転を解除し自動運
転に戻ります。雨を感知しなくなると降雨ランプは１５秒間点滅し、降雨運転が解除されると
降雨ランプは消灯します。降雨ランプが点滅中に再び雨を感知すると、降雨運転を継続しま
す。
※降雨解除までの時間はセンサー部への日光の当たり具合、周囲の温度・湿度によって変動す
ることがあります。

降雨センサーは必ず「ロールエース　雨センサー」をご使用下さい。これ以外の雨センサーを
ご使用になりますと、故障や誤動作の原因になります。これらの、クレーム及び保証について
の対応はできかねますので、予めご了承下さい。

８．増設盤（別売り品）

増設盤を設置する事で、最大駆動部モーターを、６台まで増設する事が可能です。
配線方法につきましては、増設盤の取扱説明書を参照して下さい。
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９．エラー表示一覧

エラー発生に対する表示を以下に記します
表示 内容 対処方法

No.1 
異常ランプ
点灯

No.1 
異常ランプ
点灯

過電流が検出されたため緊急停止しました。
[自動・手動]切替スイッチを[手動]位置に切り替えることによ
り、回復してご使用できる状態になります。

No.2 
異常ランプ
点灯

No.1 駆動部
過電流エラー

過電流が検出されたため緊急停止しました。
[自動・手動]切替スイッチを[手動]位置に切り替えることによ
り、回復してご使用できる状態になります。

数値表示部
「０」

気温０℃以下、
温度センサー
の接続エラー

(1)  温度センサーの測定値が０℃以下であるとき表示します。
　  「０」が表示されていても手動運転できます。
(2)  温度センサーの接続不良であるとき表示します。電源を一
度切り、温度センサーのケーブルが制御盤に確実に接続さ
れているか確認してください。温度センサーのケーブルを
接続して再び電源を入れると、エラーが消えご使用できる
状態になります。

■ 試運転について

１． 全開・全閉リミットの設定

リミットは、駆動部の動作範囲の限界位置になります。
全開リミットは、開方向の限界位置で、駆動部はそのリミット位置より高い位置には巻き上が
りません。
全閉リミットは、閉方向の限界位置で、駆動部はそのリミット位置より低い位置には巻き下が
りません。

全開・全閉のリミットの設定をする場合は、電源を入れ、手動運転にしてください。
駆動部側面にありますリミット調整ツマミの位置を固定することで、全開・全閉のリミット位
置を決定します。

① リミットのツマミを手前に
引きます

② 閉のリミット位置を固定します。
　 制御盤の〔開・停・閉〕切替スイッチを
「閉」位置に設定して全閉位置まで駆動部を
動かし停止させます。リミットの下側のツマ
ミを矢印の方向へ回転させます。

開リミット
ツマミ

閉リミット
ツマミ
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※反対側駆動部のリミットの設定も同じ方法で設定します。

全開・全閉リミットを設定する場合は、必ず手動運転でおこなってください。
　 思わぬ事故のおそれがあります。

リミットの設定ができましたら、引き続き試運転をおこなってください。
試運転を行わない場合は、電源は切ってください。

④ 次に開のリミット位置を固定します。
　 制御盤の〔開・停・閉〕切替スイッチを
「開」位置に設定して全開位置まで駆動
部を動かし停止させます。リミットの上側
のツマミを矢印の方向へ回転させます。

⑤ 回転させると「カチッ」という音が聞
こえます。音が聞こえましたら、ツマ
ミを押します。そうすると、リミット
位置が固定されます。

③ 回転させると「カチッ」という音が聞こえます。
音が聞こえましたら、ツマミを押します。そうす
ると、リミット位置が固定されます。
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２．試運転

①試運転前に必ず「基本操作について」をお読み下さい。
②周囲の安全を確認してから、電源を入れ、手動に切り換えます。
③駆動部を連続で運転して、上限・下限リミットが作動する事を確認して下さい。
④試運転中は、駆動部本体から、離れないで下さい。

試運転を行い異常などがないことを確認しましたら、自動運転を開始してください。

■ メンテナンスについて

１．日常の管理

点検・整備する前に、電源及び元電源（ブレーカ）を切って下さい。
　 感電したり開閉装置にはさまれる場合があります。

施設管理者は、日常点検を行って下さい。
　日常点検を怠ると、事故や故障の原因になり、作物に悪影響を与える場合があります。

異常があった場合は適切な処置をして下さい。ご自身で処置できない場合はその
まま放置せず取扱農業資材店または、渡辺パイプにご相談ください。
　 異常を放置しておくと、事故や故障の原因になったり、作物に悪影響を与える場合があ
ります。

日常点検項目
●ネジ等ゆるみがないか点検
　モーター軸、巻上パイプの止めネジにゆるみが無いか定期的に点検し、
　ゆるみがあればネジ等を締め付けて下さい。
●駆動部本体の点検
　必ず安全を確認し、駆動部本体を手動で操作し、異音、異臭がないか点検して下さい。
●巻上パイプが駆動部と垂直に取り付いているか点検して下さい。(Ｐ10参照)
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２．定期点検

装置（制御装置や駆動部、機器類全て）は、使用期間と使用状況に応じて劣化が
進み、その構造や装置の性能低下が生じます。
　 劣化の性能低下を放置しておくと、事故や故障の原因となります。

長期に渡って（３ヶ月以上）使用しない場合は、元電源（ブレーカ）をお切りに
なり駆動部を取り外して保管してください。
　感電事故の原因になることがあります。
再び使用する場合は点検試運転をしてからご使用下さい。試運転は巻取りパイプ
をはずした負荷が小さい状態で行なってください。
　 点検・試運転に不備があると正常に作動しないことがあります。

ご自身での改造・分解はしないで下さい。
　改造・分解を行なうと、製品の防水性の低下や事故や故障の原因になります。

３．停電時・故障時

停電時の対応方法
停電、故障等のため駆動部モータが動かない
場合は、駆動部下部のゴムキャップを外し、
中にある停電対策用モータ軸に１０ｍｍの
ボックスレンチを差し込んで巻き上げフィル
ムの開閉をおこなってください。（内部に衝
撃を与える高トルクの電動ドリルやインパク
トドライバーは駆動部の破損につながる為使
用できません。）

停電復帰後、または故障が直った場合は、
外したゴムキャップは元に戻してください。

駆動部下部にゴム
キャップがあります。

ゴムキャップを外します。 10ｍｍのボックスレンチを差し込んで駆動部軸
を回転させて下さい。
その後必ずゴムキャップを取り付けて下さい。
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停電や故障時の応急処置をする場合は、電源及び元電源（ブレーカ）を切って下
さい。
　 感電したり、開閉装置にはさまれる場合があります。

停電や開閉装置が故障して動かない場合は、駆動部下部にあるモーター軸を回転
させ移動させることができます。
　１０ｍｍのボックスレンチでモーター軸を回転させてください。
　 なお高トルクの電動ドリルやインパクトドライバーは、モーター軸へ衝撃を与え故障の
原因となりますので、使用しないでください。
　 手動で動かした場合、自動運転に復帰する際は必ずリミットスイッチが作動する事を確
認し、はずしたゴムキャップを取り付けてください。ゴムキャップを元に戻さない場合
駆動部に水が入り故障の原因になります。
　 また駆動部を巻上パイプから取り外す場合、パイプが落下する場合がありますので、手
など挟まれないよう十分注意して下さい。
　 そのまま放置しておくと、作物に悪影響を与える場合があります。

停電のまま放置し、その後通電した場合は、停電前の運転モードで復帰します。
　 停電後は必ず、作動状態を確認して下さい。また、調整・点検する場合は電源及び元電源（ブ
レーカ）を切って下さい。
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４．故障かな？…と思ったら

■ アフターサービスについて

１．オプション品について

オプション品を使用するには別途設置工事、調整試運転が必要です。
詳しくは、取扱農業資材店または、渡辺パイプまでお問い合わせ下さい。
●増設盤
●雨センサー（ロールエース用）
※ ロールエース-Aは複合制御盤とは連動いたしません。複合制御盤との連動をご希望のお客様
は、別途ロールエースハイ-Aをお求めください。

２．メンテナンス品について

下記のご用命は、取扱農業資材店または、渡辺パイプまでご連絡下さい。
●ロールエース-A駆動部
●制御盤
●ロールエース-A専用温度センサー

症　状 ここを確認してください。

電源が入らない。

元電源（ブレーカ）はきれてませんか？
電源コンセントがぬけてませんか？
制御盤のスイッチがOFFになっていませんか？
停電中では？

作動が悪い。
ハウス温度調節がうまく
いかない。

温度センサーの設置場所は適切ですか？
開温度・閉温度の設定は適切になってますか？
動作時間の設定は適切ですか？
手動運転になってませんか？
駆動部は作動していますか？

駆動部が動かない。

電源に問題がありませんか？
駆動部は制御盤にしっかり配線されていますか？
制御盤に負荷がかかり、異常ランプが点灯していませんか？
リミットは適切に調整されていますか？
開温度・閉温度の設定は適切になってますか？
制御盤内のヒューズが切れていませんか？
降雨を検出した状態ではありませんか？

駆動部より異音がする。

駆動部本体が障害物と接触してませんか？
駆動部本体に障害物が巻きついていませんか？
巻上パイプにハウスバンドなどが巻きついていませんか？
モーター軸、巻上パイプの止めネジにゆるみが無いですか？
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■ 主な仕様

〔ロールエース-A　Ⅰ型・Ⅱ型共通〕
品名 内容

駆動部モーター
（右用、左用）

定格電源：ＤＣ
定格電圧：２４Ｖ
消費電力：40Ｗ
寿命：約１２００時間
防水式モータ
重量：約3.2ｋｇ
最大移動距離：２ｍ（奥行５０ｍまで　ＰＯフィルム0.15mmの場合）
最大巻上長さ： １００ｍ（巻上高さ１ｍまで　ＰＯフィルム0.15mmの場

合）
（移動距離、巻上長は使用状況により変わります）
外形材質：アルミダイキャスト
停電時対策用モーター軸付き
駆動部は、制御ボックス接続用ケーブル１０ｍ付き

制御盤 消費電力：最大150Ｗ（指定の駆動モーター2個駆動時）
電源：交流100V（50Hz／60Hz）、または交流200V（50Hz／60Hz）
外形寸法：幅250mm、高さ250mm、奥行120mm
自動運転・手動運転の切替有り
駆動部毎の自動運転指示可能
駆動部毎の手動運転指示可能
温度制御：間欠動作
開温度設定範囲： ２～４０℃、１℃間隔（但し、閉温度設定値よりも大き

い値を設定）
閉温度設定範囲： １～３９℃、１℃間隔（但し、開温度設定値よりも小さ

い値を設定）
動作時間設定範囲：０～９９９秒、1秒間隔
感度設定範囲：０℃、１℃、２℃
外部入力端子：温度センサ、雨センサの２点

温度センサー 有効温度：０～６０℃
確度：±３℃（２５℃に於いて）
NTCサーミスタ

〔ロールエース-A　Ⅰ型のみ〕
コンセントプラグ Ⅰ型：単相１００V専用コンセント

〔ロールエース-A　Ⅱ型のみ〕
コンセントプラグ Ⅱ型：３相２００V専用コンセント

Ⅰ型・Ⅱ型は元電源の種類が異なります。異なる元電源へコンセントを差し込まないように、
ご注意ください。

外観、仕様は改善のため予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。



札幌サービスセンター
〒003-0821　北海道札幌市白石区菊水元町1条3
TEL.011-872-1051　FAX.011-872-1053

旭川サービスセンター
〒079-8442　北海道旭川市流通団地2条2-20
TEL.0166-48-6172　FAX.0166-48-6207

函館サービスセンター
〒041-0824　北海道函館市西桔梗町818-11
TEL.0138-48-8111　FAX.0138-48-8115

帯広サービスセンター
〒080-2469　北海道帯広市西19条南1-4-17
TEL.0115-58-3001　FAX.0155-41-0201

青森サービスセンター
〒039-2246　青森県八戸市桔梗野工業団地2-11-6
TEL.0178-20-3011　FAX.0178-20-1852

岩手サービスセンター
〒020-0846　岩手県盛岡市流通センター北1-11-18
TEL.019-637-1421　FAX.019-637-1428

宮城サービスセンター
〒984-0032　宮城県仙台市若林区荒井字細沼94-9
TEL.022-390-9651　FAX.022-288-8205

秋田サービスセンター
〒010-0944　秋田県秋田市川尻若葉町5-5
TEL.018-824-3575　FAX.018-824-3581

山形サービスセンター
〒990-0835　山形県山形市やよい1-1-13
TEL.023-645-4198　FAX.023-645-6363

福島サービスセンター
〒963-8828　福島県郡山市大河原1-2
TEL.024-943-4788　FAX.024-943-0131

茨城サービスセンター
〒319-0111　茨城県小美玉市中野谷字西原501
TEL.0299-49-1026　FAX.0299-49-1387

栃木サービスセンター
〒329-0402　栃木県下野市笹原95-8
TEL.0285-44-9881　FAX.0285-44-9882

群馬サービスセンター
〒373-0823　群馬県太田市西矢島町626-1
TEL.0276-45-6521　FAX.0276-45-6533

埼玉サービスセンター
〒331-0811　埼玉県さいたま市北区吉野町2-191-10
TEL.048-669-1531　FAX.048-668-1028

千葉サービスセンター
〒267-0056　千葉県千葉市緑区大野台2-2-1
TEL.043-205-1121　FAX.043-205-1120

新潟サービスセンター
〒950-2032　新潟県新潟市西区的場流通1-2-6
TEL.025-269-5821　FAX.025-269-5824

富山サービスセンター
〒939-8221　富山県富山市八日町247-25
TEL.076-429-6206　FAX.076-429-6205

長野サービスセンター
〒399-8212　長野県安曇野市堀金三田1326
TEL.0263-71-2709　FAX.0263-72-1039

小諸サービスセンター
〒384-0061　長野県小諸市加増3-8-43
TEL.0267-22-9950　FAX.0267-22-9953

岐阜サービスセンター
〒501-6302　岐阜県羽島市舟橋町4-45
TEL.058-397-1571　FAX.058-398-1776

静岡サービスセンター
〒424-0067　静岡県静岡市清水区鳥坂1156
TEL.054-344-5031　FAX.054-348-0337

愛知サービスセンター
〒441-8083　愛知県豊橋市東脇3-8-14
TEL.0532-35-1240　FAX.0532-35-0536

滋賀サービスセンター
〒520-3024　滋賀県栗東市小柿9-12-5
TEL.077-553-8633　FAX.077-552-8237

大阪サービスセンター
〒597-0081　大阪府貝塚市麻生中1030-1
TEL.072-420-0617　FAX.072-426-0349

兵庫サービスセンター
〒675-1105　兵庫県加古郡稲美町加古382
TEL.079-492-9371　FAX.079-492-9376

島根サービスセンター
〒690-0025　島根県松江市八幡町880-57
TEL.0852-37-2921　FAX.0852-37-2859

岡山サービスセンター
〒701-0301　岡山県都窪郡早島町矢尾803
TEL.086-292-2900　FAX.086-292-2901

広島サービスセンター
〒725-0003　広島県竹原市新庄町155-8
TEL.0846-23-1060　FAX.0846-29-2686

香川サービスセンター
〒761-0101　香川県高松市春日町1733-1
TEL.087-841-4111　FAX.087-841-4113

高知サービスセンター
〒783-0005　高知県南国市大埇乙875-1
TEL.088-863-0971　FAX.088-863-1075

佐賀サービスセンター
〒841-0042　佐賀県鳥栖市酒井西町字樋の口689-5
TEL.0942-85-3003　FAX.0942-85-3046

熊本サービスセンター
〒861-4144　熊本県熊本市南区富合町釈迦堂字下廻渕480-4
TEL.096-357-7211　FAX.096-357-7215

宮崎サービスセンター
〒880-2211　宮崎県宮崎市高岡町花見2142-26
TEL.0985-82-5172　FAX.0985-82-5176

沖縄サービスセンター
〒901-1117　沖縄県島尻郡南風原町津嘉山1688
TEL.098-889-0792　FAX.098-889-0821

鹿児島サービスセンター
〒891-0115　鹿児島県鹿児島市東開町3-37
TEL.099-210-4051　FAX.099-210-4025

市場開発部　関東事業所
〒130-0013　東京都墨田区錦糸1-2-1
TEL.03-5819-0134　FAX.03-3626-3037

関西事業所
〒542-0076　大阪市中央区難波5-1-60
TEL.06-4967-4820　FAX.06-6643-0601

東北生産資材サービスセンター
〒020-0846　岩手県盛岡市流通センター北1-11-18
TEL.019-637-1423　FAX.019-637-1428

関東生産資材課
〒373-0823　群馬県太田市西矢島町626-1
TEL.0276-60-2127　FAX.0276-45-6533

九州生産資材サービスセンター
〒861-4144　熊本県熊本市南区富合町釈迦堂字下廻渕480-4
TEL.096-357-7213　FAX.096-357-7215

茨城物流センター
〒319-0111　茨城県小美玉市中野谷字西原501
TEL.0299-49-1062　FAX.0299-49-1064

げんき農場
〒289-1103　千葉県八街市八街に259-2
TEL.043-440-7010　FAX.043-443-8862

渡辺パイプベトナム（有）
Factory I, B2 Street, B Sec.,
Pho Noi A Industrial Park, Van Lam District.
Hung Yen Province, Vietnam
TEL.+84-221-3587-565　FAX.+84-221-3587-567

　〒104-0045　東京都中央区築地５-６-１０
　　　　　　　　浜離宮パークサイドプレイス6階
ホームページアドレス　http://www.sedia-green.co.jp
メールアドレス　green@sedia-system.co.jp

ＮＥＴＷＯＲＫ

製品名　　　　　　ロールエース-A

仕様変更により、本書の内容が一致しない場合がありますのでご了承ください。
ロールエース-A取扱説明書 ＶＯＬ．3 　21－7

らくちん
ダイヤル

グリーンハウスに関するすべてにお答えします。
ＴＥＬ　０１２０－６３１３１５
ＦＡＸ　０１２０－７３１３１９

受付時間：午前9時～午後5時（ファックスは24時間受け付けています。）




